
イ ギ リ ス 会 計 学 の 二 つ の 流 れ
一 会計の新 しい位置 づけを め ぐっ て

山 上 達 人

（奈良産業大学）

最 近、 イ ギ リス を 中 心 に 会 計 学 に 新 し い 動 向 が み ら れ る。 こ の よ うな 会 計 学 の 流 れ に つ いて

は、 す で に 拙 稿 ｒイ ギ リス 会 計 学 の 新 しい 潮 流」 に お い て 紹 介 し
１）

、 ま た ｒ日 本 社 会 関 連 会 計

学 会」 の 第 ３ 回 大 会 にお いて そ の 内 容 を 報 告 し た （拙 稿 「イ ギ リ ス 社 会 関 連 学 派 会 計 の 理 論 構

造」 参 照） 。
２）

これ らの 新 し い 流 れ は、 ｒ社 会 関 連 学 派」 会 計 と 名 づ け る こ と が で き る 動 向 で あ る が、 イ ギ

リ ス に お い て は もう 一 つ の 「体 制 批 判 学派」 会言十と よ ぶ こ と の で き る グ ル ー プ が あ る。 こ れ ら

の 特 徴 に っ いて も、 そ の 一 部 を 紹 介 した こ と が ある が （拙 稿 ｒイ ギリ ス 批 判 学 派 会言十の 特 質」

参 照）
３）

・ 本 稿 で は、 イ ギリ ス 会 計 学 の こ れ ら二 つ の 流 れ を 整 理 し、 そ の 思 想 基 礎 や 患 考 枠 組

を 浮 彫 に し、 会 計 の 新 しい 位 置 づ け へ の 手 が か り と す る と と も に、 わ れ わ れ の ｒ社 会 関 連 会
４）

計」 構 築へ の 道 標 の 一 っ と して み た い。
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Ｉ イ ギリス 会計 学の新 しい流れ

イ ギ リ ス 会 計 学 に お け る 一 つ の 流 れ は、 ホ ッ プ ウ ッ ド ら を 中 心 と す る ｒ会 計 の 組 織 論 的 ・ 社

会 学 的 研 究」 を 志 向 す る グ ル ー プ で、 会 計 を 従 来 のよ う に 技 術 的 に 理 解 す る の で はな く、 組 織

（人間 と 人 間 と の関 係） と の 関 係 で、 ま た 社 会 （組 織 と 組 織 と の 関 係） と の 関係 で把 握 し よ う

と す る
１）

。 す な わ ち、 会 計 の ｒ組 織 や 社 会 に対 す る 役 割」 を 重 要 視 し、 会 計 を 単 な る 技 術 的 な

も の と は考 え ず、 組 織 の 内 部 や 組 織 外部 の 社 会 と の 関 係 に お い て、 会 計 の も つ 積 極 的 な 機 能を

重 要 視 し よ う と す る も の で あ る。 そ して、 会 計 の もつ 事 象 の ｒ反 映」 と して の 性 格 だ けで は な

く、 そ の ｒ構 成 的 ・ 創 造 的」 性 格 を 重 視 し、 会 計 の 生 成 ・ 変 遷 す る ｒ プ ロ セ ス」 を 問 題 と し、

そ の 一 っ 一 っ の 「断 層 の 関 係」 を 解 明 しよ う と す る
２）

。

こ の よ う に、 こ の 学 派 に お い て は、 ｒ会 計 の 組 織 論 的 ・ 社 会 学 的 分 析」 に 関 心 が あ り、 研 究

の 焦 点 は ｒ会 計 の 変 化」 に お か れ て い る。 し た が っ て、 ホ ッ プ ウ ッ ド ら の 会 計 学 方 法 論 の 特 徴

ウ ィ
ジ ン ゥ ィ

ズ ア ウ ト ア ウ ト サ イ ド

は、 ｒ内 部」 か ら よ り も む しろ 「外 部」 で、 さ ら に い え ば ｒ外 部 か ら」 の 会 計 学 と 特 徴 づ け る
コ ン テ キ ス ト

こ と が で き る。
３）

上 で 述 べ た よ う に、 彼 ら の 考 え で は、 会 計 は ｒ 組 織 的 ・ 社 会 的 関 係 状 況」 か

レ フ レ ク テ ィ プ ク リ エ イ テ ィ ブ

ら 独 立 し た も の や、 ま た 「反 映的 な 努 力」 で は な く、 「創 造 的 な 努 カ」 で あ る と 考 え ら れ、 会
イ ン

計 は 「と く に 経 済 的 ・ 社会 的・ 政 治 的 関 心 の 追 求 に関 す る も の」 と し て 把 握 さ れ、 会 計 は 「利

ク レ ス テ ッ ド

害 関 係 的 な 努 力」 と み ら れ る。 す な わ ち、 会 計は ｒ技 術 的 管 理 の 消 極 的 用 具、 組 織 機 能 の 所 与

の 面を 明 らかに す る中 立 的 な 手 段」 で は な く、 ｒ組 織 内 や 組 織 外 で の 社 会 的 力 を 行 使 す る も の」

で あ り、 会 計 は ｒ組 織 の管 理 に 関 す る 形 成 に 対 し て、 積 極 的 な 役 割を 演 ず る も の」と 考 え ら れ

る
４）

。

こ れ ら の ｒ社 会 関 連 学 派」 会 計 の 中 心 は 前 述 の ホ ッ プ ウ ッ ド （ロ ン ド ン 大 学） で あ り、 し た

が っ て、 「ホ ッ プ ウ ッ ド ・ グ ル ー プ」 （ホ ッ プ ウ ッ デ ィ ア ン） 」 と も よ ば れ て い る。 そ し て、

こ の グ ル ー プ に は
、

ホ ッ プ ウ ッ ド （ Ｈ ｏｐ ｗｏｏｄ Ａ
．

Ｇ
．
） を は じ め

、 ア ー ル （ Ｅ ａｒ１ Ｍ） 、
バ ー

チ ェ ル （Ｂｕｒｃｈｅ１１ Ｓ ．） 、 ク ラ ブ （Ｃ１ｕｂｂ Ｃ
．
） 、 ロ ブ ト （Ｌｏｆｔ Ａ ・）

・
デ ン ト （Ｄｅｎｔ

Ｊ ．
）

、
ミ ラ ー （ Ｍｉ１１ｅｒ Ｐ

．
）

、
オ ラ ー リ ィ （ Ｏ’

Ｌ ｅａｒｙ Ｔ
．
） ら が 属 し

、 ま た ヒ ュ ー ス

（ Ｈｕｇｈｅｓ Ｊ ．） 、 ネ フ ァ ピ ー ト （ Ｎａｈａｐ
ｉｅｔ Ｊ 。） 、

ホ ス キ ン （ Ｈｏｓｋｉｎ Ｋ
．

Ｗ
。
）

、
マ ク

ベ （ Ｍ ａｃｖｅ Ｒ ．
Ｈ

．
）

、
ロ バ ー ツ （ Ｒｏｂｅｒｔｓ Ｊ ）

、
ス ケ イ ペ ン ス （Ｓｃａｐｅｎｓ Ｒ

・
） ら も

同 じ よ う な 方 法 論 に 立 っ て い る
５）

。

上 で 述 べ た ｒ社 会 関 連 学 派」 会 計 が、 会 計 を 組 織 論 的 ・ 社 会 学 的 に 解 明 し、 そ の もつ 外部 的

機 能 を 重 視 す る こ と に よっ て 従 来 の 会 計 学 に 対 して 新 し い 視 点 を 提 供 して い る の に 対 して、 も

う 一 っ の 流 れ は、 「会 計 の 政 治 経 済 学」 を 主 張 す る グ ル ー プ で あ る
６）

。 こ の 学 派 に あ っ て は、

会 計 の も つ 「政 治 経 済 的 性 格」 に 焦 点 を あて て、 と く に 現 在 の 体 制 そ の も の と 会 計 と の か か わ

り 合 い を 問 題と し、 ｒ政 治 経 済 学」 の 観 点 か ら 会 計 の も つ 体 制 的 本質 を 批 判 し よ う と す る。 し

た が っ て、 こ れ ら の グ ル ー プ は、 ｒ体 制 批 判 学 派」 会 計 と よ ぶ こ と が で き る。

これ らの 流 れ の 主 張 に は 濃 淡 そ れ ぞ れ の 特 徴 が あ り、 必ず し も 明 確 に グル ー ピ ン グす る こ と
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は 難 し い が、 大 き く 二 つ の グ ル ー プ が あ る。 そ の 一 つ は 「マ ン チ ェ ス タ ー ・ グ ル ー プ」 と よ ば

れ る も の で、 地 理 的 に マ ン チ ェ ス タ ー 大 学 を 中 心 と す る グ ル ー プ で、 会 計 に 対 し て ｒ政 治 経 済

学 的 ア プ ロ ー チ」 を と る も の で あ る
７）

。 人 脈 的 に は、 ク ー パ ー （Ｃｏｏｐｅｒ Ｄ．） ら を 中 心 と し、

そ の ほ か ホ ッ パ ー （ Ｈｏｐｐｅｒ Ｔ
．

Ｍ
．
）

、
ナ イ ト （ Ｋｎｉｇｈｔｓ Ｄ

．
）

、
シ ェ ラ ー （Ｓｈｅｒｅｒ Ｍ

．

Ｉ．） 、 ウ ィ ル モ ッ ト （Ｗｉ１１ｍｏｔｔ Ｈ ．Ｃ．） ら が こ の グ ル ー プ に 属 し て い る。 ま た も う 一 っ

の グ ル ー プ は、 シ ェ フ ィ ー ル ド 大 学 を 中 心 と す る 「 シ ェ フ ィ ー ル ド ・ グ ル ー プ」 と よ ば れ る も

の で、 こ の グ ル ー プ は ｒネ オ ・ マ ル ク ス 主 義 的 な シ ス テ ム ズ ・ ア プ ロ ー チ」 を 会 計 に 適 用 し よ

う と す る も の で あ る
８）

。 こ の グ ル ー プ に は ロ ー （ Ｌｏｗｅ Ｅ ， Ａ ） な ど を 中一こ・に、 ラ ウ フ り ン

（Ｌｏｕｇｈ１ｉｎ Ｒ
．

Ｇ
一
） ・ チ ュ ー ア （ Ｃ ｈｕａ Ｗ

．
Ｆ

．
）

・
パ

ッ ク ス テ ィ （ Ｐ ｕｘｔｙ
Ａ

，
Ｇ

．
）

、

テ ィ ン カ ー （Ｔｉｎｋｅｒ Ａ ． Ｍ．） ら が 属 し て い る。 こ の よ う に、 こ れ ら の 流 れ は 大 き く 二 っ の

グ ル ー プ に わ け る こ と が で き る が、 こ れ ら の グ ルー プ は い ず れ も 会 計 を 体 制 批 判 的 に 解 明 し よ

う と す る も の で あ る の で、 一 括 し て 「体 制 批 判 学 派」 会 計 と よ ん で お く。

上 でみ た よ う に、 こ れ らの 学派 （両 グル ー プ） の 特 徴 は、 「政 治 経 済 学」 を 方 法論 と し て、

会 計 は 政 治 ・ 経 済 に 規 定 さ れ て い る と す る も の で、 前 述 の ｒ社 会 関 連 学 派」 会 計 と は同 じく 新

し い 会 計 の 動 向 と は い い な が ら、 そ の 思 想 背 景 ・ 思 考 枠 組 を 全 く 異 に し て い る。 す な わ ち、 例

え ば テ ィ ン カ ー ら の 主 張 に み ら れ る よ う に、 こ れ ら の グ ル ー プ に あ っ て は、 従 来 の 伝 統 的 会 計

の 方 法論 的基 礎 が ｒ新 古 典 学 派 経 済 学 → 限 界 効 用 価 値 説」 に あ る こ と を 批 判 し、 そ れ を ｒ政 治

９）
経 済 学 （古 典 学 派 経 済 学） → 労 働 価 値 説」 の 立 場 か ら 批 判 しよ う と す る も の で あ る 。

以 上、 イ ギ リ ス に お い て は、 こ れ ら 二 つ の 新 し い 流 れ が あ り、 こ れ、ら は 方 法 論 ・ 患 想 背 景 を

異 に は して い る が、 い ず れ も 従 来 の 会 計 学に 対 し て 新 しい 視 角 を 提 示 する もの で、 わ れ わ れ の

「社 会 関 連 会 計」 の 構築 に と っ て 示 唆 す る と こ ろ が 大 き い と 考 え られ る
１Ｏ）

。

注

１） 詳 細 に つ い て は、 前 掲 拙 稿 ｒイ ギリ ス 会 計 学 の 新 しい 潮 流」 を 参 照。

２ ） Ａ ．Ｇ ． Ｈ ｏｐ ｗ ｏｏ ｄ
，
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ｉｎ Ｗ ・ Ｆ・ Ｃ ｈｕａ，

Ｔ ・
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Ｔ

．
Ｐ ｕｘｔｙ （ｅｄｓ一）

，
一Ｃｆ 榊 ｃ〃 Ｐ 〃 ３ρεｃれ ψ ω 加 Ｍ α仰 昭 ε 例ε 〃 Ｃｏ 刎 ㈹ Ｊ

，
１９８９， Ｐ ．１４１ ； Ｄｉｔｔｏ，

Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ ａｎｄ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏ ｎａ１ Ｃ ｈａｎｇｅ，一
λｃｃｏ㎜ｍ れ仰８，

ハ ω 〃 肋 ８＝＆
。
λｃｃｏω 刎 α胱 〃 ツ Ｊｏω 用 α’

，
Ｖｏ１

．

３
，

Ｎｏ．１ （１９９０）
，

Ｐ，１２
，
１４

３） ホッ プ ウ ッ ド の 論 文 に つ い て は 次 著 参 照。
Ａ
，

Ｇ
．

Ｈｏｐｗｏｏｄ （ｅｄ
、
）

，
λ ㏄ｏ ω 加ｇ 介ｏｍ ル ０ 刎 ５ 凶 一

丁 加 Ｃｏ〃ｅα・ｄ Ｐｏρ 舳 ｏ∫ λ
、

Ｇ一 〃ｏｐ〃ｏｏｄ
， １９８８

４） Ａ．Ｇ．
Ｈｏｐｗｏ αｉ

，
Ｓｏｃｉａ１ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ－ Ｔｈｅ Ｗ ａｙ Ａ ｈｅａｄ ？

，
ｉｎ ８ ㏄ 〃 λ ㏄ ｏ砒刎 加８．

１９７８
，

Ｐ・５８

５） こ れ ら の 分 類 に つ い て は、 高 寺貞 男 著 『可 能 性 の 会 計 学』 ， 三 嶺 書 房， １９８８年、 ５３－ ４ぺ 一 ジ な ど 参

照 。

６） 詳細 に つ い て は、 前 掲 拙 稿 「イ ギリ ス 批 判 学 派 会 計 の 特 質」 を 参 照。

７ ） こ れ ら の グ ル ー プ の 成 果 と し て は
、

Ｃｆ
．

Ｄ
．

Ｊ
．

Ｃ ｏｏｐｅｒ，
Ｔ

．
Ｍ

．
Ｈ ｏｐｐｅｒ，

（ｅｄｓ．
）

，
Ｃγ 洲 ｃ 〃 λｃ－

ｃｏ蜆ｍ！５． １９９０
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８ ） こ れ ら の グ ル ー プ の 成 果 と し て は 、 Ｃｆ．
Ｗ

．
Ｆ

－
Ｃｈｕａ，

Ｔ－ Ｌ ｏｗｅ，
Ｔ

．
Ｐ ｕｘｔｙ

（ｅｄｓ。
）

，
Ｃｒ 洲 〃

Ｐｅ州ρ２ｃκ ｗ５ 加 Ｍ 皿刎αｇｅ伽２〃 Ｃｏ冊！㈹’
，

１９８９

９） テ ィ ン カ ー に つ い て は、
Ｃｆ

．
Ａ
．

Ｍ
．
Ｔｉ・ｋ・・。Ｐ 榊 Ｐ・・ 〃 ・一λ Ｓ・・ 〃 Ｃ 洲 ψ・ ・∫ ハ・・。伽仰ｆ’…

１９８５；Ａ．Ｍ．Ｔｉ．ｋ、。（。ｄ．），Ｓ。。 舳 … 砒 舳 ｇ 伽 Ｃ・・ρ・・ 舳 伽 Ｐ 舳 １ε 腕 εγρ ～ 舳 刎・ 伽

Ｐ砒 舳 ｃ ∫〃。， ω一， １９８４：ま た 、
Ｃｆ

１
Ｍ１

Ｎｅｉｍ ａｒｋ （ｅｄ。） ，
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１０） そ の ほ か
、

つ ぎ の 雑 誌 も 重 要 で あ る。
① Ａｃｃｏ ｍ ｔｉｎｇ，

Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎｓ ａｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ，
（１９７６ ～） ； ②

Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ， Ａ ｕｄｉｔｉｎｇ ＆ Ａ ㏄ｏｕｎｔａｂｉ１ｉｔｙ Ｊｏｕｒｎａ１
、

（１９８８～） ； ③ Ｃｒｉｔｉｃａ１ Ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅｓ ｏｎ

Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ，
（１９９０～ ）

皿 二 つ の ｒ学 派」 の 思、想 基 礎

ω ｒ社 会 関 連 学 派」 会 計 の 思 想 基 礎

「社 会 関 連 学 派」 会 計 は、 Ｍ ． フ ー コ ー の 思 想 を 方 法 論 的 基 礎 に お い て お り、 し た が っ て

「フ ー コ ー 主 義 研 究 者」 （フ ー コ ー デ ィ ア ン） と も よ ば れ る。 す な わ ち、 フ ー コ ー の 構 造 主 義 ・

ポ ス ト構 造 主 義的 な 考 え 方 を会 計 に 適用 し、 会 計 事 象 形 成 の プロ セ ス を 重 視 し、 前 述 し た よ う

に、 そ れ を 組 織 （組 織 内 部 の 人 間 関 係） と 社 会 （組 織 外 部 と の 社会 関 係） と の か か わ り 合 い で

み て い こ う と す る も の で あ る。 し た が っ て、 従 来 の 「技 術」 と し て の 会 計 か ら、 「人 間 行 動 」

や ｒ社 会 関 係」 と の 関 係 で 会 計 を 理 解 し よう と す る。

こ のよ う に、 ｒ社 会 関 連 学派」 会 計 の 思 想 背 景 は フ ー コ ー ら の 構 造 主 義 的 思 想 に あ り、 そ れ

は、 フ ー コ ー の ① ｒ系 譜 学」 、 ② ｒ考 古 学」 、 ③ ｒ権 力 ／ 知 関 係」 的 思 考 方法 を そ の 思 想 基 礎

と し て い る
１）

。 そ の う ち二 ｒ系 譜 学」 的 方 法 は、 組 織 ・ 技 術 の 条 件 の 検 討 を 通 じ て、 会 計 変 化

の 複 合 を 研 究 しよ う と す る も の で、 会 計 の歴 史 ・ 役 割 ・ 社 会 的 意 味を 問 題 と し、 会 計 の 歴 史 を

こ の よ う な 観 点 か ら 批 判 的 に 解 明 しよ う とす る も の で あ る。 す な わ ち、 「系 譜 学」 的 研 究 は、

会 計 の 「形 成 ・ 変 化」 の 起 源を 探 究 し、 ま た そ の 関 係 状 況 を 重 要 視 す る も の で、 い わ ば、 会 計

患 考 の縦 の 流れ を類 型 化 し よ う と す る もの で あ る
２）

。 一 方、 ｒ考 古学」 的 方 法 は・ ｒ関 係 状 況」

の 形 成 を 問 題 と し、 会 計の 形 成 を 「断 層」 と して 把 え、 前 に み た よ う に、 そ れを 外 部 的 に 「観

察」 し よ う と す る も の で あ る。 す な わ ち、 い わ ば、 会 計 思 考 の 横 断 プ ロ セ ス の 解 明 に 重 点 が お

か れ る３）
。 こ れ に 対 し て、 ｒ権 力 ／ 知 関係」 思 考 は、 現 代 社 会 の 発 展 を ｒ権 力 と そ の 作 用 方 法

の 変 化の 状 態」 で 理 解 し、 ｒ権 力 が知 と密 接 に リ ン ク す る」 こと を 強 調 す る。 例 え ば、 後 で も

デ ィ シ プリ ナ リ ・ パ ワ ’

み る が、 フ ー コ ー の ｒ規 律 的 権 力」 と いう 思 考 は、 監 獄 をは じ め 学 校 や 会 社 な ど の 場所 で適 用

さ れ、 会 計 は 「権 カ ／ 知 関 係」 と し て 理 解 さ れ る。 す な わ ち、 こ の よ う な 思 考 に あ っ て は、 会

計 は 規 律 的 ル ー ル、 イ デオ ロ ギ ー 闘 争 に お ける 計 算 実 務 の 形 態 と 考 え られ、 「会 計 → 計 算 実 務

→ 規 律 的 権 力」 と して そ の 「可 視 性」 を 通 じて 理 解 さ れ る
４）

。

こ の よ う に、 ｒ社 会 関 連 学 派」 会 計 の 思 想基 礎 に は フ ー コ ー の 構 造 主 義 的 思 想 を 背 景 と した

系 譜学 ・ 考 古 学 ・ 権 力 ／ 知 関 係 の 思 考 が あ り、 こ の 点 か らみ て 伝 統 的 な 会 計 に 対 して 新 し い視



イ ギ リス 会 計 学 の 二 つ の 流れ （山 上）

点 を 提 示 す る もの と考 える こ と が で き る。 す な わ ち、 従 来 の 実 在 論 的 な 思 考 を 脱 却 し て、 こ れ

ら実 体 と実 体と の間 に 成 立 す る 「関 係」 を 重 要 視 し、 い わ ば 中 心 的 実 体 を 相 対 的 な も の と 考 え、

そ れ ら の 関係 に 実 在 の 姿 を み よ う と す る もの で、 「関 係 主 義 的」 思 考 と み る こ と が で き る。 す

な わ ち、 従 来 の ｒ実 在」 そ の も の を 問 題 と す る の で は な く、 そ れ ら の ｒ集 合 の 関 係」 つ ま り

ｒ構 造」 を 問 題 と し、 ｒ項 を 独 立 し た 実 体 と して 扱 う こ と を 拒 絶 し、 項 と 項 と の 関 係 を 分 析 の

５）
基 礎 と す る」 も の で あ る 。 し た が っ て、 こ の グ ル ー プ に お い て は、 真 理 が 実 体 と し て 存 在 す

る と は 考 え ず、 時 代 や 文 化 に よ って 別 の も の に な る と 理 解 し、 「主 義」 を 「相 対 化」 あ る い は

「脱 中 心 化」 しよ う と す る も の で あ る。 例 え ば、 彼 ら に よ れ ば、 思 想 は 「一つ の 連 続 的 な歴 史

で は な く、 い く つ か の 地層 が 重 な り 合っ た 非 連 続 的な 断 層 を ふ く ん だ もの
６）

」 と 考 え られ、 思

想 史 は ｒ考 古 学 が 地 層 の ず れ を 確 認 して い く よ う に、 時 代 時 代 の エ ピス テ ー メ ＜ 一 時 代 の 文 化

全 体 の 基 底 に あ る 認識 の 系 あ る い は 根 底 的 な 知 〉 の ず れを 確 認 し て い く」 ・ ｒ知 の 考 古 学」 と

考 ら れ る。

② ｒ体 制 批 判 学 派」 会 計 の 思 想 基 礎

こ れ に 対 し て、 「体 制 批 判 学 派」 会 計 の 思 想基 礎 は、 前 にみ た 「政 治 経 済 学」 方 法論 に 立 脚

し た ｒ利 益」 概 念、 ｒ資 本」 概 念 に あ る７）
。 周 知 の よ う に、 従 来 か ら 経 済 学 に は 二 つ の 学 派 が

あ り、 一 つ は 古 典 学 派 政 治 経 済 学、 他 は 新 古 典 学 派 経 済 学 で あ り、 こ れ ら の 二 つ の 理 論 はそ の

価 値 論 一 労 働 価 値 説 と 限界 効 用 価 値 説 の 違 い に よ っ て 区 別 さ れ る。 ｒ体 制 批 判 学 派」 会 計 は、

ｒ政 治 経 済 学」 の 立 場 に 立 ち、 効 用 価 値 説 に もと づく 会 計 学 を 批 判 し、 「会 計 の 政 治 経 済 学」

を 主 張 す る。

ま ず、 ｒ利 潤」 や ｒ利 潤 率」 につ いて は、 ｒ新 古 典 学派 経 済 学」 に お いて は工 学 的 な 分 析 方

法 を 採 用 し、 投 入 さ れ た 物 的 資 源 が 生産 物 へ 変 換 さ れ る 様 式 と、 そ の 過 程 で 利 潤 が 効 率 の 指 標

と しては た す役 割 を問 題 と す る の に 対 して、 「政 治 経 済 学」 に お いて は 所 得 の 分 配 が重 視 さ れ、

利 潤 率 は 社 会 に お け る権 力 の 配 分 と そ れ を 反 映 す る 社 会 的 ・ 政 治 的 ・ 制 度 的 な 仕 組 に 規 定 さ れ

る と 考 え る。 す な わ ち、 前 者 が 投 入 量 と 産 出 量 の 係 数 とい う 技 術 的 側 面、 す な わ ち 生 産 力 を 問

題 と す る の に 対 して、 後 者 に お い て は 社 会 的 な 生 産 諸 関 係 す な わ ち 社 会 の 利 害 関 係 者 グ ル ー プ

間 の 権 力 の 配 分 お よ び利 害 関 係 の 制 度 的 プロ セ ス の 分 析 を 問 題 とす る。 例 え ば、 ティ ンカ ー に

よ れ ば、 損 益 計 算 書 の 「利 益」 は 企 業 の 市 場 実 現 の 指 標 だけ で なく、 社 会 の 資 源 を利 用 す る 社

会 的 効率 の 指 標 な の か、 あ る い は さ ら に、 資 本家 の社 会 的 力 す な わ ち 社 会 的 ・ 制 度 的 ・ 独 占 的

カ を反 映 す る 指 標 な の か が間 題 と さ れ る
８）

。 す な わ ち、 彼 の 説 明 に よ れ ば、 「利 益」 は経 済 的

効 率の 指標 （ ｒ限 界 効用 学 派」 ） だ けで はな く、 資 本 家 へ の 報 酬 （ ｒ政 治 経 済 学 派」 ） で あ り、

ま た 「利 益率 の 決 定」 の 説 明 は ｒ生産 カ に 焦 点 を あ て た 限 界 生 産 性 の 理 論」 （ 「限 界 効 用 学

派」 ） よ り も、 ｒ生 産 の 社 会 関 係 に焦 点 を あ て た 社 会 的 ・ 政 治 的 分 析」 （ ｒ政 治 経 済 学 派」 ）

を 重 要 視 す べき で あ る と 強 調 さ れ る
９）

。
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ま た
、 ｒ体 制 批 判 学 派」 会 計 にお いて は、 ｒ資 本」 は つ ぎ の 二 つ の レベ ルで 認 識 さ れ る。 そ

の 一 つ は 生 産 の （物 的） 手 段 と して の 資 本 で あ り、 もう 一 つ は 社 会 組 織 に お ける 人間 の 関 係 と

して の 資 本 で あ る。 す な わ ち、 前 者 は 生 産 の 経 済 力 を 反 映す る の に 対 して、 後 者は 生 産 の 社 会

関 係 を 代 表 す る も の で あ る。 こ れを さ ら に 具 体 的 に み る と、 「資 本」 に は ｒ生 産 諸 力の 組 織 化

の方 法」 と して の 次元 での 認 識と、 「社 会 の 形 態」 と して の 次 元 で の 認 識 の 二 つ の 解 釈 が あ り、

そ れら を混 同 して はな らな い と し て、 と く に後 者 の 重 要性 を 強 調 す る
１Ｏし す な わ ち、 ｒ生 産 力」

的 説 明 で は、 例 え ば 「市 場 経 済 ・ 計画 経 済 ・ 混 合 経 済」 な ど の 「経 済 の 形 態」 が 問 題 と な る の

に 対 して、 ｒ生産 関 係」 的 説 明 で は、 例 え ば ｒ奴 隷 制 社 会 ・ 封 建 社 会 ・ 資 本 主 義 社 会」 な ど の

「社 会 の形 態」 が閤 題 とな る。 そ して、 こ れ ら 両 者 を 結 ぶ 媒 介 環 が 「政 治 的 ・ 教 育 的 ・ 宗 教 的 ・
ビリ ー フ

法 制 的 ・ 法 規 的 ・ 軍 事 的 ・ 福 祉 的 ・ 文 化 的 ・ 科 学 的 な 信 條」 で あ る と い う。

以上で 述 べた よう に、 こ れ ら の グル ー プの 思 想 基 礎 に は、 「政 治経 済 学」 （古 典 学 派 経 済 学）

が あ り、 労 働 価 値 説 に 立 脚 した ｒ会 計 の 政 治 経 済 学」 的 ア プ ロ ー チ に そ の 特 徴 を み る こ と が で

き る。 そ し て、 こ の こ と か ら ｒ利 益」 ・ ｒ利 益 率」 に つ い て も、 ｒ資 本」 に つ い て も、 ｒ新 古

典 学 派 経 済 学」 （限界 効 用 価 値 説） の 「技 術 的 ・ 生 産 力」 的 解 釈 に 対 して、 ｒ生 産 関 係 ・ 社 会

１１）
関 係」 的 側 面 が 強 調 さ れ る 。
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１１） テ ィ ンカ ー のこ れ ら に つ い て は、 前 掲 高 寺 著 ｒ可 能 性 の 会 計 学』 ，５２～６９ぺ 一 ジ や、 陣 内 良 昭 稿 「英

米 批 判 会 計 学の 理 論 的 課 題」 、 産 業 経理、 第５０巻 第 ４ 号 な ど を も 参 照。
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皿 二っの 「学派」 の思 考枠組

（１１ 「社 会 関 連 学 派」 会 計 の 思 考 枠 組

ｒ社 会 関 連 学派」 会 計 の 思 考 枠組 は、 歴 史 的 視 角 か ら す る 会 計 の ｒ社 会 的 性 格」 と ｒ規 律 権

力 的 性 格」 の 強 調 に あ る１）
。 す な わ ち、 こ の 学 派 の 特 質 の 一 つ は、 会 計 を ｒ社 会 的 な も の」 と

理 解 す る 点 に あ り、 会 計を 技 術 的 レベ ル で の 捕捉 か ら 解 放 し、 そ の ｒ社 会 的 性 格」 を 重 要 視 す

る と こ ろ に そ の 特 徴 を みる こ と が で き る。 一 方、 こ の 学 派 は、 会 計 を ｒ規 律 権 カ 的 な も の」 と

考 え る。 す な わ ち、 会 計を 規 律 的 権 カ ・ 知 識 の 一 つ と して 位 置 づ け、 会 計 の も つ ｒ規 律 権 カ 的

性 格」 を 析 出 す る。 す な わ ち、 会 計 は 知 識 と して ま た 規 律 的 権 力 と し て 組 織 ・ 社 会 にお いて 位

置 づ け ら れ、 こ の 点 か ら会 計 の 特質 が 解 明 さ れ る。

そ こで ま ず、 ｒ会 計 の 社 会 的 性 格」 を 主 張 す る この 学 派 の 特 質 を 明 ら か に す る た あ
、ｒ付 加 価

値 会言十」 ・ ｒイ ン フ レ 会 計」 や 「管 理 会言十」 な ど に つ い て の ホ ッ プ ウ ッ ド ら の 見 解 に つ い て み

て み る２）
。 ま ず、 「付 加 価 値 会 計」 へ の 適 用、 す な わ ち 会 計 の 社 会 的 性 格 を 付 加 価 値 に 例 証 す

る 見 解 に つ い て み る と、 彼 ら は ｒ付 加 価 値 は どこ か ら来 た か。 な ぜ 突 然 関 心 が お こ っ た か」 な

ど にっ いて、１９７０年 代 に お け る 関 心 の 上 昇 と そ の 後 の 停 退 に つ い て 系 譜 学 的考 察 を 基 礎 と して、

付 加 価 値 会 計 の 「社 会 的性 格」 を 析 出 して い る。 す な わち、 付 加 価 値 の 三 つ の 活動 舞 台 （① 会

計 基 準 の 形 成、 ② 国民 経 済 の 管 理、 ③ 産 業 関 係 と 情 報 開 示） の 接 点 に 付 加 価 値 会 計 が 形 成 さ れ

３）
た と し、 こ れ を 付 加 価 値 会 計 の 「星 座」 と よ ん で い る 。 同 じ よ う に、 「イ ン フ レ 会 計」 に っ

い て も、 社 会 的 ・ 歴 史 的な 見 方 が 重 要 で あ り、 そ れ は 会 計 の 制 度 化 に 対 し て 組 織 レ ベ ル ・ 社 会

レ ベ ル で か か わ る もの で あ り、 会 計 の ｒ社 会 的 性 格」 を 強調 す る 一 っ の 事 例 と 考 え て い る
４）

。

さ ら に、 彼 ら は ｒ管 理 会 計」 の ケ ー ス に つ い て、 ウ ェ ッ ジ ウ ッ ド 社 ら を 事 例 と し て 考 古 学 的 方

法 論 を 援用 し て、 会 計 の 「社 会 的 役 割」 を 論 じて い る。 す な わ ち、 会 計 の も つ 構 成 的 ・ 創 造 的

な 役割 を 強 調 し、 同 社 に お け る 管 理 会 計 の 導 入 に つ い て、 「会 計 は 変 革 の 役 割 を 演 じた」 と そ

の 社 会 的 性 格 を 強 調 して い る
５）

。

つ ぎ に、 会 計 の ｒ規 律 権 力 的 性 格」 に つ い て の この 学 派 の 見 解 を みて み よ う
６〕

。 ま ず 「原 価

計 算」 に つ い て、 ロ フ トは イ ギ リ ス の 初 期 原 価 計 算 の 形 成 を 問 題 と し、 系譜 学 的 考 察 を 行う こ

と によ って 原 価言十算 ・ 管 理 会言十の発 展 を 解 明 し
、 会 計 と ｒ権 力 ／ 知 関 係」 を 問 題 と し、 会 計 の

「規 律 権 カ 的 性 格」 を 抽 出 し て い る ７）
。 ま た

、 ホ ス キ ン ・ マ ク ベ は、 複 式 簿 記 の 形 成 を 中 心 に

知 識 実 務 の 系譜 学 的 研 究 を 展 開 し て い る。 す な わ ち、 フ ー コ ー の 「権 力 ／ 知 関 係」 思 考 に も と

づ い て、 「権 力 の 技 術」 と して の 「試験」 に つ いて 述 べ、 会言十の ｒ規 律 権 力 的 性 格」 を 析 出 し

て い る。彼 ら に よ れ ば、 知 識 は 権 力 関 係 で あ り 、 「試 験」 と い う ミ ク ロ 技 術 も そ の 一 つ で あ る

と 考え ら れ る。 す な わ ち、 彼 らは ｒ複 式 簿 記 の 発 明 と そ の よ り 遅 い 普 及」 の 解 明 を 通 じて、 知

識 実 務 の 系 譜 学 的 研 究 を 行 い、 そ こ で 会 計 の も つ ｒ規 律 権 力 的 性 格」 を 主 張 して い る。 す な わ

ち、 そ れ を ｒ試 験→ 会 計 → 規 律 的 権 力」 と い う 図 式 で 把 え、 試 験 を ｒ規 律 的 権 力」 で あ る と し
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て、 「権 力 関 係 ＝ 知 識 関 係」 の 重 ね 合 い を 解 明 し、 会 計 知 識 の もつ 規 律 的 権 力 と して の 性 格 を

強 調 し て い る８）
。 最 後 に、 ミ ラ ー ・ オ ラ ー リ ィ は、 標 準 原 価 計 算 や 予 算 の 形 成 を 系 譜 学 的 に 考

察 し、 「統 治 で き る 人 間」 の 構 築 と い う こ とを 会 計 機 能 の 一 つ と して 理 解 す る。 す な わ ち、 彼

らは ｒ標 準 原 価 計 算 ・ 予算」 は、 ｒ規 準 ・ 標 準」 と い う 概 念 を 通 じて 個 人 に 対 し て 人 問 の 不 能

率 を ｒ可 視 化」 す る も の で あ り、 そ れ は 権 力 関 係 の ネ ッ トワ ー ク の 一 つ で あ り、 こ の よ う な 規

律 的 権 力 の 行 使 に お い て ｒ統 治 で き る 人 問」 の 作 出 が 可 能 に な る と考 え る。 こ の よ う に、 彼 ら

に あ っ て は、 ｒ標 準 原 価 計 算 ・ 予 算」 は、 個 人 活 動 を 可 視 化 す る も の で あ り、 ま た そ れ は 社 会

政 治 的管 理 の 一 形 態 で あ る と 考 え ら れ、 会 計 の も つ 「規 律 権 力 的 性 格」 が 強 調 さ れ る の で あ

９）
る

。

（２〕 「体 制 批 判 学 派」 会 計 の 思 考 枠 組

つ い で、 ｒ体 制 批 判 学 派」 会 計 に つ い て、 テ ィ ン カ・一 の 事 例 研 究 を 中 心 に み て み よ う。 テ ィ

ン カ ー は 「会 計 の 政 治 経 済 学」 の 実 証 に あ た っ て、 ア フ リ カ （Ｓｉｅｒｒａ Ｌｅｏｎｅ） に あ っ た イ ギ

リ ス の Ｄｅ１ｃｏ社 （鉄 鉱 石 の 採 掘） の４６年 間 の 損 益 計 算 書 の 分 析 を 行 っ て い る。 そ し て そ の 場 合、

彼 は全 期間 を 「初 期 植民 期」 （１９３０－１９４７） ・ 「後 期 植 民 期」 （１９４８－１９６７） ・ 「植 民 期 以後」

１０）
（１９６８－１９７５）の 三 期 に わ け て、 ｒ期 問 別 の 損 益 計 算 書 分 析」 を 行 う 。 そ し て 、 重 要 な 点 と し

て、 そ れ ぞ れ の 時 代 は 特 別 の ｒ政 治 的 ・ 社 会 的 制 度」 を 代 表 して お り、 こ の 点 を 無 視 して の 従

来 の ｒ 損 益 計 算 書 分 析」 は 問 題 で あ る と 批 判 す る。 す な わ ち、 テ ィ ン カ ー の 事 例 研 究 は、 こ の

会 社 の 全 期 問 の歴 史 が い か に 一 連 の制 度に分 割さ れ、 そ れ ぞれの 損 益計算 書 を も っ て い る かと い

う こ と を 示 そ う と す る も の で、 各々 の 制 度 は 損 益 計 算 書 に 示 さ れ た 収 益の 分 配 を 決 定 す る 社 会

政 治 力 の 形 状 か ら な る と 考 え る。 す な わ ち、 彼 は会 計 利 益 の 解 釈 と利 用 に つ い て 述 べ、 会 計 報

告 書 は 企 業 の 能率 の 情 報 を 準備 す る よ う に 恩 わ れて い る が、 そ こ で は 市場 の カ の 基 礎 に あ る 社

会 政 治 的 基 礎 の 状 況 が 無 視 さ れ て い る と い う。 そ し て、 市 場 の 能 率 や 社会 的 な 安 定 は 独 立 した

領 域 で は な く、重 要 な こ と は こ の 会 社 の 運 命 を 形 成 す る 両 者 間 の 複 雑 な 相 互 関 係 で あ る。 す な

わ ち、 前 に あ げ た よ う に、 価 格 形 成 や 収 益 分 配 の プ ロ セ ス を 理 解 す る た め に は、 ｒ資 本」 の 第

二の 次 元す なわ ち 「社 会 的関 係」 の 状態 を 考 慮 に い れ る こ と が 必 要 で あ り、 かく して 労 働 組 合 ・

福 祉 需 要 の 制 度 化 や そ の 他 の 供 給 状 態 す な わ ち 「社 会学 的 資 料」 が 反 映 さ れ ね ば な らな い と 述

べ、 ｒ制 度 的 ・ 社 会 的 な 力 は 市 場 の 不 完 全 性 あ る い は 逸 脱 と して 取 扱 わ れ る が、 多 国 籍 的 独 占

１１）
企 業 の 分 析 に お い て は、 こ れ ら の 逸 脱 が 分 析 の 中 心 と な ら ね ばな らな い 」 と し て、 ｒ会 計 の

政 治 経 済 学」 を主 張 して い る。

こ の よ う に、 ティ ンカ ー の事 例 研 究 は 会 計 の ｒ政 治 経 済 的 性 格」 の 強 調 にあ り、 会 計 報 告 書

の 数 値 に あ ら わ れ な い 「政 治 的 ・ 経 済 的 制 度」 が 重 要 視 さ れ て お り、 こ れ ら と の 関 係 に お い て

会 計 数 値 の もつ 意 味 を 把 握 しな け れ ば な ら な い と 主 張さ れて い る。 具 体 的 に は、 こ の 会 社 の 背

景 に あ る イ ギ リス の 植 民 政 策 を とり あ げ、 そ れ を 三 期 に 分 割 し、 ｒ期 問 別 損益 計 算 書 分 析」 を
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行 っ て い る の で あ る が、 分 析 の 核 心 は 「政 治 経 済 学 的 ア プ ロ ー チ → 三 期 問 の 社 会 的 ・ 政 治 的 ・

経 済的 制 度 の 特 質 → 三 期 間 の 損 益 計 算 書 分析」 と い う 分 析 プロ セス にあ る。 そ し て、 そ の 分 析

プロ セ ス を 媒 介 して い る の は 第 二 の 「社 会 的 ・政 治 的 ・ 経 済 的 制 度」 で あ る が、 残 念 な が ら 具

体 的 な 損 益 計算 書 比 較と はま だ 結 び つ い て お ら ず、 説 得 カ の あ る 説 明 と は な っ て い な い よ う で

あ る 。 し た が っ て、 今 後、 こ れ ら と の 論 理 的 ・ 実 証 的 な 接 合 を は か る こ と が 肝 要 で あ る と 考

え ら れ る。
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ＩＶ 会計の 未来 をもとめて一会計の新 しい位 置 づけ

以 上 で、 イ ギ リ ス 会 計 学 に お け る 二 っ の 新 しい 流 れ につ いて、 そ の 思 想 基 礎 ・ 思 考 枠 組 を み

た。 いわ ゆ る 「体 制 批 判 学 派」 に つ いて は、 従 来 か ら も 「批 判 会言十学」 の 名 で わ が 国 で も周 知

の 思 考 で あ り、 個 別 企 業 を 社 会 総 資 本 の 運 動 法 則 との 関 係 で 解 明 し、 社 会 的 な 価 値 と個 別 的 な

価 値 と の 結 接 を は か ろ う と す る も の で１）
、 そ の もつ 方 法 論 的 患 考 は い ま も極 めて 重 要 で あ る。

し か し、 こ れ ら の 方 法 論 に つ い て は、 す で に 指 摘 さ れ て い る よ う に、 マ ク ロ 理 論 を そ の ま ま ミ

ク ロ 現 象 に あ て は め、 ま た 企 業 外 部 か ら の外 在 的 批 判 に お ち い る こ と が 多 く、 会言十学 の 領 域 で

の 議論 を し ばしは不 毛 に して いる。 テ ィ ン カ ー の 事 例 研 究 を 通 じて み たイ ギ リ ス の 「批 判 学 派」

もそ の例 外 で は な く、 彼 らの 主張 に も か か わ ら ず、 方 法 論 が 先 行 し 現 実 の 把 握 を 短 絡 化 し、 実

り が 少な い よ う に 思 わ れ る。 そ の 方 法 論 的 視 角 こ そ を 大 事 に した く 思 う。

こ れ に 対 して、 ホ ツ プ ウ ツ ド ら の 「社 会 関 連 学 派」 の 会 計 方 法 論 に は、
ｒ外 部 か ら の 会 計 学 」

と い う 限 界 を も っ て は い る が、 現 行会 計の 殻 を 打 ち 破 る も の して、 示 唆 に富 ん だ 主 張 で あ る と

思 わ れ る。 す な わ ち、 会 計 を ｒ規 律 的 権 力」 と し て 社 会 的 な ル ー ル の ネ ッ ト ワ ー ク の 一 っ と し

て 位 置 づ け、 従 来 の 会 計 学 に は み ら れ な い 新 しい 視 線 を 提 供 し た こ と は、 会 計 の 発展 に と っ て

極 め て 重 要 で あ る と 考 え ら れ る。 社 会 は な に か の ｒル ー ル」 の よ う な もの によ っ て 動 か さ れ て

おり、 そ れ は 全 く の 個 人 の 自 由な 意 思 によ っ て で も な く、 ま た 法 律 の よう な 強 制 的 な も の で も

な い。 し か し、 社 会 は な に か の ｒき ま り」 に よ っ て 動 い て お り、 そ れ が 社 会 一 現 代 社 会 を 支 え、

動 か し て い る 大 き な 装 置 の ｒ網 の 目」 で あ る。 そ し て、 こ の 学 派 に お い て は、 会 計 は そ の ｒ網

の 目」 （ネ ツ トワー ク） の一 っ と して 把 握 さ れ る。 こ れ ほ ど 会 計 を 大 き く 把 え る 思考 は いま ま

で には な か っ た と 思 わ れ る ほ どの 視 線 で あ る。 す な わ ち、 あ る もの を 他 か ら 区 別 す る こ と （試

験 や 規 準 ・ 標 準 な ど） に よ っ て、 あ る も の を み え る よ う に す る こ と 一 可 視 化 は・ 一 つ の 知 識 体

系 で あ り、 ま た 規 律 ・ 規 律 的 権 力 で あ る。 そ の 意 味 に お い て、 試 験 も 開 示 も 監 査 も、 す べ て こ

の よ う な 行 為一 会 計 と い う 「知」 で あ り、
「規 律 的権 力」 で あ り、 こ れ ら の 重 ね 合わ せ に よっ

て 社 会 は 成 立 し て い る の で あ る。 す な わ ち、 ｒ個 々 人 を 評 価 し、 記 帳 し、 報 告 す る た め の 技 術 一
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す な わ ち 権 力 の 手 段 と し て の 知 こ そ 会 計 に ほ か な ら な い」 と い う こ と と な る
２）

。 フ ー コ ー の
パ ノ プ チ コ ン

い う 「一 望 監 視 装 置」 に もみ られ る よ う に、 会 計 は個 々 人 の み え な い と こ ろ で 彼 らを み て い る

網 の 目 で あ り、 そ の 意 味 に お いて 社 会 を 支 配 ・ 統 制 して い る ｒ社 会 的 装 置」 にま で 高 め ら れ て

考 え ら れ る。 こ の よ う な 会 計 の 位 置 づ け こ そ は、 従 来 の 会 計 の も つ技 術的 性 格 や 絶 対 的 解 釈 を

取 り 払 い、 諸 関 係 の ｒ関 係」 と して 事 象 を 把 握 す る 構 造 主 義 的 な 会 計 の 把 握、 相 対 的 な 会言十思

考 の 構 築 で あ り、 会 計 学 に と っ て の 重 大 な 変 革 で あ る と い う こ と が で き る。 こ の よ う に、 会 計

学 は ｒ規 律的 権力 が 行使 され る際 の可 視 性 の創 造、 規 格 化 ・ 責 任 ・ 標 準 の 設 定 と い う 役 割 を 担 っ

て いる 会 計 シ ス テ ム お よ び会 計 的 言 説 を権 力 関 係 が 貫 徹 した 一 つ の 知 とみ な して 考 察 す る」 こ

と を 特 徴 と す る も の で あ る。 こ こ に、 会言十は個 人 を 可 視 化 す る 「社 会 的 権 力の 一 形 態」 と し て

高 め ら れ る こ と と な る ３）
。 し た が っ て、 会 計 は 「権 力 ／ 知 関 係」 と い う 「社 会 的 ル ー ル」 の ネ ッ

トワ ー ク に 個 人 を 組 み 込 む 装 置 で あ り、 そ れ は 個 人 を 可 視 化 す る こ と によ っ て 可 能 と な るの で

あ る。 す な わ ち、 ｒ個 人 の 可 視 化 → 知 ／ 権 力 関 係 → 社 会 的 ネ ッ トワ ー ク」 と して 把 え ら れ る こ

と と な り、 そ こ で は 会 計 は 従 来 の よ う な 個 々 の レ ベ ル で は な く 社 会 的 レ ベ ル で の も の と な り 、

会 計 の もつ 意 味 ・ 機 能 は 大 き く 高 め ら れ、 あ ら ゆ る 社 会 事 象 は ｒ会 計」 と して 把 握 す る こ と も

で き る 可 能 性 を も も つ よ う に な る。 ま さ に 会 計 の社 会 的 な 把 握 で あ り、 会 計 は あ らゆ る 社 会 現

象 を 貫 徹 す る 中核 に 位 置 づ け られ る こ と と な る４）
。

以 上 で 述 べ た よ う に、 ｒ社 会 関 連 学 派」 会 計 の 思 考 は ｒ規 律 的 権 力 関 係 と い う 社 会 の ネ ッ ト

ワ ー ク の な かへ 個 人 を組 み こ む 権 カ ／ 知 関 係 の 装 置」 と して、 社 会 的 な も の と 考 え る 方 向を ひ

ら い た 思 考 と み る こ と が で き、 そ の 意 昧 に おい て、 わ れ わ れ の ｒ社 会 関 連 会 計」 体 系 に とっ て

重 要 な 意 昧 を もつ もの と 考 え ら れ る。

し か し な が ら、 会 計 を こ の よ う な 「権 力 ／ 知 関 係」 の 一 つ、 あ る い は 中 核 と 考 え れ ば、 そ の

前 提 と な る 個 々 人 を 可 視 化す る 「極 め 手」 は な に かが 問 わ れ ね ば な ら ず、 言 語 ・ 記 号 ・ 文 字 ・

文 章 な ど が す べ て 会 計 に 包摂 さ れ、 「会 計」 と して の 独 自 性 は ど こ に お か れ る か と い う 問 題 と

な る。 会 計 の 「権 力 ／ 知 関 係」 へ の 開 放 は 重 要 で あ る が、 言 語・ 記 号 そ の 他 と 区 別 す る 基 準 は

際 限 なく 拡 が り、 ｒ会 計」 と は な に か が 暖 昧 な も の と な っ て しま う。 ま た、 ｒ一 望 監 視 装 置」

に い み じ く も 出 て い る よ う に、 ｒ 会 計」 は み ら れ る こ と は あ っ て も、 み る こ と の 出 来 な い も の

と考 えら れれ ば、 そ の ｒ能動 的 側 面」 は どこ に 求 め るべ き だ ろ う か。 会 計 の ｒ形 成 的 ・ 創 造 的」

役 割 との 関係 で 考え ら れ ね ば な ら な い 問 題 で あ る。 そ し てま た、 こ の 点 は ｒ外 部 か ら の 会 計 学」

と いう こ の 学 派 の 方 法 論 的 特 徴 と も か ら ん で、 「会 計」 内 部 の 間 題 （測 定間 題 その 他 の 技 術 的

側 面） は 無 視 し て も よ い か と い う 問 題 に も 及 ぶ も の と 考 え られ る。

し か し、 こ の よ う な 問 題 点 を 多 く も つ と は い え、 会 計 を 従 来 の 個 別 的 ・ 技術 的 な も の か ら 解

放 し、 人 問 行 動 ・ 社 会 生 活 そ の も の の 原 動 カ ・ 装 置 に ま で 高 め て 位 置 づ け よ う と し た こ と は、

５）
会 計学 に と っ て 時 代 を 画 す る 重 要 な 問 題 提 起 で あ る と 考 え る こ と がで き る 。
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会 の 統 合 的 理 解 に 向 け て」 （飯 田 修 三 編 著 ｒ社 会 関 連 会 計 の 生成 と 発 展』 、 白 桃 書 房 所 収） や、 岡 野

浩 稿 「会 計 史 と 方 法 一 Ｍ．Ｆｏｕｃａｕ１ｔに よ る 考 古 学 ・ 系 譜 学 の 意 義」、 経 営 研 究
、

第 ４１巻 第 ５ ・ ６ 合 併

号 な ど を 参 照。

５） フ ー コ ー は、 現 代 社 会 を 規 律 ・ 訓 練 的 な 社 会 と 規 定 し、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク の な か に 個 人 が あ り、 会 計

も そ の 網 の 目 の 一 つ と い う （前 掲 Ｍ．フ ー コ ー 著 『監 獄 の 誕 生』 ２１０－２１１ぺ 一 ジ） 。

＊ ＊ ＊

以 上、 本 稿 で は 会 計の 新 し い 位 置 づ け を め ぐっ て、 イ ギ リ ス 会 計 学 の 二 っ の 流 れ を 中 心 に そ

の 方 向 を 探 っ て み た。 行 論 か ら も 明 ら か な よ う に、 わ れ わ れ は、 「社 会 関 連 学 派」 会 計の 主 張

に 会 計 の ｒ社 会 的 性 格」 や ｒ規 律権 カ 的 性 格」 の 主 張 を みる こ と が で き、 会 計 学 の 新 しい 潮 流

の 方 向 を 発 見 す る こ と が で き た。 そ し て、 こ れ ら の 思 考 は、 会 計 を 社 会 全 体 の フ レ ー ム ・ ワ ー

ク の 中 核 に お く よ う な 視 点 を もっ て お り、 会 計 は ｒ権 力 ／ 知 関係」 と い う ｒ社 会 的 装 置」 の 網

の 目 の 接 点 と し て 把 握 さ れ、 社会 的な も の に ま で 高 め ら れ る 発想 を 読 み と る こ と が で き た。

わ れ わ れ の ｒ社 会 関 連 会 計」 も 視 点 を高 く も ち、 ｒ会 計 の 未来 を も と め て」 構 築 さ れ る こ と

が重 要 で あ る が１）
、 本 稿 で 間 題 と した イ ギ リ ス ｒ社 会 関 連 学 派」 会 計 の思 考 は、 こ れ ら の 方 向

に対 し て 重 要 な 示 唆 を 与 え て く れ る よ う に 思 わ れ る。 そ の 積 極 的 な摂 取、 前 進 的 な 構 築 が 望 ま

れ る と こ ろ で あ る。
２）

注

１） 最 近 の 社 会 関 連 会 計 領 域 に お け る成 果 と し て は、 例 え ば、 日 本社 会 関 連 会 計 学 会 編 ｒ企 業 情 報 デ ィ ス

ク ロ ー ジャ ー 事 典 一 社 会 関 連 会 計の 指 針』 、 中 央 経 済 社、 １９９１年 な ど が あ 孔

２） 本 稿 は、 日 本 社 会 関 連 会 計 学 会 ・ 第 ３ 回 大 会 （１９９０１９．１４． 於駒 沢大 学） の 報 告 要 旨 に、 そ の 後 の 研

究 成 果 を と り い れ て ま と め た もの で あ 孔


